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2 他誌発表
福島第＿原子力発電所事故による阿賀野川下流域における放射性セシウム分布状況の調査

葉葺久尚＊， 石山央存＊，横尾闘太＊，大野峻史，阿部綾，古俣修，丸田文之

＊新潟県防災局放射能対策課

福島第一原子力発電所事故により放出された放射性セシウム (134Cs, 137Cs)について，阿賀野川

上流域からの砂泥等流入による下流域への移行状況を確認するため， 2011年 8月から 2012年 5月

の問同河川及び沖合海底土等の放射能濃度を調査した河川水から人工放射性物質は検出されな

かったものの，河川底質や河岸堆積物，沖合海底土からは放射性セシウムが 6.9~3.1X 102 Bq/kg乾

(2012年 5月現在）の範囲で検出され，事故以降の時間経過とともに，これらの核種が次第に下流 ・

沖合へ移動しつつあることが示唆された．また，粒径の小さな土壌粒子が多いほど，放射性セシウ

ムの濃度が高いことがわかった．さらに，室温で 2時間の条件での塩酸溶液による河川底質及び海

底土からの放射性セシウムの溶出割合を調べたところ，0.1~0.5Mの濃度では抽出されないことが

わかった

RADIOISOTOPES, 62, 649-658 (2013). 

3 学会等発表
新潟県における長半減期放射性核種 （Pu,90Sr. 137Cs)分布調査

大野峻史

日本分析化学会関東支部第 27回新混地区部会研究発表会，新混県新潟市，新混大学駅南

キャンパス「ときめいと」，平成25年 9月27日

新潟県における福島第一原発事故を受けたとりくみ

葉葺久尚＊，石山央存＊，丸田文之，山崎興樹，大野峻史，鈴木貴博

＊新潟県防災局放射能対策課

第 54回大気環境学会年会，新混県新混市，朱翌メッセ，平成25年 9月20日（第 54回大

気環境学会要旨集， p.120,2013) 

新潟県における長半減期放射性核種 （Pu,90Sr. 137Cs)分布調査

大野峻史

平成25年度放射線監視結果収集調査検討会（環境放射線モニタリングセミナー），東京都

港区，メルパルク東京，平成 26年 3月 19日（平成 25年度放射線監視結果収集調査検討

会（環境放射線モニタリングセミナー）資料， 2014)

45 


